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 令和２年３月に策定した「工事書類簡素化要領（土木・営繕）」を廃止し、本ガイドラインを策定し

ました。 

 

 

 

【目的】 

昨今の建設業界は、慢性的な人材不足に加え、若手の担い手不足により従業員の高齢化が進

み、さらに令和６年４月からは建設業において残業時間の上限が定められるなど、業界取り巻く環

境がより一層厳しい状況にあります。 

このような状況の中、公共工事を受注する企業からは、管理資料や自治体への提出書類が多く、

提出書類の簡素化・効率化が求められています。 

このことを踏まえ、松江市が定める書類の簡素化・効率化を図るため、本ガイドラインを策定しま

した。 

 

 

【対象工事】 

  松江市が発注する土木・営繕工事を対象とする。 

 

 

【実施項目】 

  実施する項目は、以下の５項目とします。 

 

 

１． 提出書類の押印廃止 

 

受発注間で取り交わす契約に関する書類、施工に関する書類について、以下の書類を除き押印

廃止とします。 

 

   押印が必要な書類  

    ・契約書（変更契約を含む） 

    ・工事打合簿（受注者は電子印可） 

    ・証明に関する書類（例：週休２日工事履行証明書、工事実績証明書など） 

 

※ 押印廃止に伴い様式を一部変更していますので、使用する様式データは、松江市ホームページ

から最新データをダウンロードしてください。 



- 2 - 

 

２． 押印廃止に伴う書類提出方法について 

 

押印廃止された書類の提出方法（その他データによる提出が可能なものも含む）について、提

出による移動時間の効率化及びペーパーレス化を図るため、原則メールによる提出とします。 

一度に送付するデータ容量は、2０ＭＢまでにしてください。また、やむを得ない事情がある場合は

監督員と協議し、承諾を得た場合は紙による提出も認めます。 

 

 

３． 提出書類等の簡素化 

 

提出書類等の簡素化を図りました。具体的な内容については、別記１を参照してください。 

 

※ 書類簡素化に伴い、様式を変更・廃止しています。変更した様式データは、松江市ホームページ

から最新データをダウンロードしてください。 

 

 

４． 提出する書類の統一化 

 

これまで提出方法について明確にされていなかった以下の書類について、統一化を図ることとし

ます。 

 

【土木・営繕共通】 

・建退共掛金収納書 

        工事打合簿による提出とします。 

※メール提出可とし、その場合、証紙を貼り付けた紙をスキャナー等でデータ化し提

出してください。また、証紙原本（発注者用）については、竣工時に受注者から発

注者へ提出することとします。 

  ・休日等取得実績表（週休２日工事試行実施要領） 

工事打合簿による提出とします。 

 

【土木編】 

  ・計画工程表兼工事履行報告書（毎月報告分） 

受注者は、報告書を単独（工事打合簿による提出不要）で押印（電子印可）の上、１部提

出（メール可）してください。 

受け取った発注者は、総括監督員まで確認（押印）し保管してください。 

また、「情報共有システム」を利用する場合は、システム内で提出をしてください。 



- 3 - 

 

５． 令和２年３月に策定した要領を引き続き実施する項目 

 

 令和２年３月に策定した要領について、以下の項目については、引き続き実施するものとする。 

 

    

１ 占用者への完了

届提出用写真 

※土木のみ 

発注者で作成すべきものであるため提

出不要です。 

 

２ 道路交通規制図

書について 

受注者が作成し、関係機関に提出するも

のであるため、監督職員に対しては提出で

はなく提示とし、メールによる提示を可とし

ます。 

 

３ 計画工程表兼工

事履行報告書 

工事の進捗がなく、計画・実施ともに０％

の場合は提出不要です。 

当初請負額５００万円未満の場合は提出

不要ですが、監督職員と別途工程の共有

を行ってください。 

 

４ 工事打合簿のメー

ル提出について 

受注者からのメール提出を可とする。な

お、受注者の押印は電子印も可とする。 
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別記１ 提出書類の簡素化 

 

【土木編】 

 

項目 簡素化の内容 摘要根拠 

1 工事測量成果の

結果について（起

工測量など） 

測量結果が設計図書に示されている数

値と差異がない場合は、工事打合簿で実

施報告（差異がないことを記載）をするの

みとし、測量成果資料の添付は不要としま

す。 

・島根県公共工事共通仕

様書 1-1-1-３８ 

2 設計図書の照査

結果について 

設計図書を照査した結果、該当する事

実（設計図書との不一致等）がない場合

は、工事打合簿で照査を行った事実を報

告（照査を行った結果、問題なしと記載）す

るのみとし、資料の提出は不要とします。 

・島根県公共工事共通仕

様書 1-1-1-3 

・松江市建設工事請負契

約約款第 19 条第 1 項

第 1号から 5号 

3 施工計画書「指定

機械」について 

施工計画書の記載事項である「指定機

械」について、「メーカー名」の記載は不要

とします。 

 

※ 計画時点ではメーカー名は決定してお

らず、リース先の在庫等に影響するな

ど、直前での変更もあることから機種、

形式（規格） 等概ねの大きさが解る

程度を記載してください。 

 

4 施工計画書「主要

資材」について 

施工計画書の記載事項である「主要資

材」について、カタログ、試験成績表等の

添付は不要とします。 

 

※ 監督職員または検査職員から請求が

あった場合は提示ができるように整理

をしておいてください。 

・島根県公共工事共通仕

様書 1-1-1-4 

・島根県公共工事共通仕

様書特記事項における松

江市の運用 

5 木製構造物の施

工に関する書類 

特記仕様書に定められた木製構造物施

工計画に基づく構造物を使用する際は、使

用材料の確認を発注者から受注者へ聞き

取ることとし、受注者から提出のあった「木

材利用状況書」は廃止します。 

（「木製構造物施工計画（予定）」の様式

を変更） 

・木製構造物の施工に関

する特記仕様書 

前回、改訂時に

変更したが、周

知を図っていな

かったため、今

回掲載するもの 
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6 交通安全管理警

備業者との委託契

約ができないこと

を証明する書類に

ついて 

警備業者 3 者と契約が出来ないことを

証明する書類を提示することとします。（こ

れまでは提出を求めていました。） 

・島根県公共工事共通仕

様書 1-1-1-３３ 

・島根県公共工事共通仕

様書 特記事項 

7 監督職員による確

認、立会願いにつ

いて 

仕様書では、「あらかじめ立会願を監督

職員に提出しなければならない。」としてい

ますが、情報共有システム（ＡＳＰ）、メール、

その他資料（定期的に報告している工程

表等）による立会願い、また電話による立

会願いも可能とします。 

・島根県公共工事共通仕

様書 3-1-1-4 

8 工事立会写真につ

いて（工事打合簿

提出時） 

監督職員が現場立会した結果を、工事

打合簿で報告に添付する立会写真は、立

会状況の写真１枚とする。（監督員が測定

している状況の接写写真などは不要） 

監督職員は、立会時に測定した結果をメ

モするなど記録してください。 

なお、金額変更に係る立会の場合は、変

更箇所などが分かるよう撮影し提出するも

のとします。（枚数の限定はなし） 

・島根県公共工事共通仕

様書 3-1-1-4 

9 段階確認立会写

真について（工事

打合簿提出時） 

監督職員が現場立会した結果を、工事

打合簿で報告に添付する立会写真は、立

会状況の写真１枚とする。（監督員が測定

している状況の接写写真などは不要） 

なお、金額変更に係る立会の場合は、変

更箇所などが分かるよう撮影し提出するも

のとします。（枚数の限定はなし） 

・島根県公共工事共通仕

様書 3-1-1-4 

10 品質証明員の通

知について 

氏名、資格（資格証明書の写しを添

付）、経験、経歴書を記載した資料を、受注

者は整備、保管することとします。（これまで

は提出を求めていました。） 

工事着工について（届）、現場代理人

届、〔専任の〕主任（専門）技術者届（様式

第 3号）等を準用してください。 

なお、監督職員から請求があった場合は

提示してください。 

・島根県公共工事品質証

明実施要領（案） 
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11 品質証明に関する

書類について 

品質証明員による受注者（社内）への

報告は、任意（自由）様式とします。 

 

※ 「品質証明報告書（様式第 33 号）」

は廃止します。 また、「品質証明書（様

式第 32号）」内の品質証明員の押印

を廃止します。 

・島根県公共工事共通仕

様書 3-1-1-6 

12 支給品を用いて工

事を行う手続きに

ついて 

支給品を用いて工事を行った場合は、実

際に使用した支給品の数量を「支給品受

領書（様式第 15 号）」にて精算時に報告

することとします。 

 

※ 支給品受領書（様式第 15 号）の現

場代理人の押印を廃止します。 

 

※ 支給品引き受けの際に提出する「支給

品受領書（様式第 15 号）」は不要と

し、精算時のみの手続きとします。「支

給品精算書（様式第 16 号）」は廃止

します。 

・島根県公共工事共通仕

様書 1-1-1-16 

・松江市建設工事請負契

約約款 第 15条 

13 現場発生品が出

た場合の手続きに

ついて 

現場発生品が生じた場合は、有価物ま

たは再利用可能なものだけを対象に「現

場発生品調書（様式第 28 号）」で提出を

することとします。（それ以外の品目につい

ては提出不要です。） 

・島根県公共工事共通仕

様書 1-1-1-17 

14 工事材料持出の

承認手続きについ

て 

 工事現場内に搬入した工事材料を工事

現場外に搬出する場合は「工事打合簿」

による協議とします。 

 

※ 「工事材料持出承認願（様式第 14

号）」は廃止します。 

・松江市建設工事請負契

約約款 第 13条第 4項 

15 休日又は夜間作

業の連絡方法につ

いて 

 連絡方法については、情報共有システム

（ＡＳＰ）、メール、その他資料（週休２日の

計画表等）で連絡することも可能とします。

なお、口頭による連絡は不可とします。 

また、休日施工の度に毎回連絡する必

要はありません。（一括連絡可） 

・島根県公共工事共通仕

様書 1-1-1-３７ 

16 計画工程表兼工

事履行報告書につ

いて(中間前払金

支払い時） 

直近に提出があった「計画工程表兼工

事履行報告書」で、所定の出来形、進捗が

確認された場合は、支払い時の提出は不

要とします。 

・松江市建設工事請負契

約約款 第 35条第 4項 

・松江市建設工事請負代

金中間前金払 制度実施

要領 2(1) 
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17 現場代理人等変

更届について 

書式内の記載内容を以下のとおり変更

します。 

 

※ 変更理由の追加 

※ 変更前の生年月日の記入不要 

※ 変更前の資料の添付不要 

・松江市建設工事請負契

約約款 第 10条 

1８ 天災その他の不可

抗力による損害額

の協議・承諾につ

いて 

「天災その他の不可抗力による損害の

通知（様式第 20 号の 1）」および「被災

内訳（第 20 号の 2）」ですみやかに通知

することは従来どおりとしますが、その後の

協議については工事打合簿において協議

することとします。 

 

※ 「天災その他の不可抗力による損害額

の協議（様式第 21 号）」は廃止しま

す。 

・島根県公共工事共通仕

様書 1-1-1-３９ 

・松江市建設工事請負契

約約款第 30条 

１９ 部分使用承諾書

について 

これまでの参考様式を統合し、1 つの様

式で協議・承諾することとします。 

 

※ 「部分使用協議書」（参考様式）と「部

分使用承諾書」（参考様 式）の書式

を統合。 

・島根県公共工事共通仕

様書 1-1-1-22 

・松江市建設工事請負契

約約款 第 34条 

２０ 中間検査写真につ

いて 

検査終了後に提出される検査状況写真

は２枚（書類検査時１枚、現場臨場時１枚）

とします。（書類検査状況や測定項目毎の

出来形確認状況写真の撮影、提出は不要

です。） 

  

２１ 竣工検査写真につ

いて 

検査終了後に提出される検査状況写真

は２枚（書類検査時１枚、現場臨場時１枚）

とします。（書類検査状況や測定項目毎の

出来形確認状況写真の撮影、提出は不要

です。） 

  

2２ 出来形管理図表

について 

当初請負金額が 250 万円未満の工事

は、出来形管理について以下のとおりとし

ます。 

「出来形管理図表」は、ばらつきの状況

（判定）を見やすくするための折れ線グラフ

は不要とします。 

①設計値と実測値の対比表、または②設

計図面への記入のいずれか１つで良いこ

ととします。 

・島根県公共工事共通仕

様書 1-1-1-20 
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2３ 品質管理図表につ

いて 

当初請負金額が 250 万円未満の工事

は、品質管理について以下のとおりとしま

す。 

「品質管理図表」は、ばらつきの状況

（判定）を見やすくするための折れ線グラフ

は不要とします。①設計値（規格値）と実測

値が解る表のみで良いこととします。 

・島根県公共工事共通仕

様書 1-1-1-20 

2４ 安全教育訓練実

施資料の提示につ

いて 

当初請負金額が 250 万円未満の工事

は、検査時における提示は原則不要としま

す。（労災事故等があった場合は提示等を

求めます。） 

・島根県公共工事共通仕

様書 1-1-1-20 

2５ 安全巡視日報の

提示について 

当初請負金額 250 万円未満の工事

は、検査時における提示は原則不要としま

す。 

  

2６ 巡回点検表の提

示について 

当初請負金額 250 万円未満の工事

は、検査時における提示は原則不要としま

す。 

  

2７ 道路工事等保安

施設記録簿の提

示について 

当初請負金額 250 万円未満の工事

は、検査時における提示は原則不要としま

す。 

  

２８ 道路工事等保安

施設記録簿につい

て 

書式内の記載内容を以下のとおり変更

します。 

 

※ 保安施設の確認時期を変更 

 （変更前）毎日の作業後に確認 

 （変更後）週初めの現場作業前と週終

わりの現場作業後に確認 

※ 工事及び規制区間が日々変わる場合

には毎日の作業後に確認するものと

します。 

※ 木製保安施設を使用した場合の数量

を記入する欄の追加 

  

２９ 納入伝票の提示に

ついて 

当初請負金額 250 万円未満の工事

は、検査時における提示は原則不要としま

す。 

  

3０ JIS 製品のカタロ

グ等確認資料の提

示について 

当初請負金額 250 万円未満の工事

は、検査時における提示は原則不要としま

す。 

  



- 9 - 

 

3１ 現場記録表（工事

日報）の提示につ

いて  

当初請負金額 250 万円未満の工事

は、検査時における提示は原則不要としま

す。 

  

3２ デジタル工事写真

の小黒板情報電

子化に関する書類

について 

受注者は、電子黒板を用いた写真を電

子納品する場合は、JACIC が提供してい

るチェックシステム（信憑性チェックツー

ル）等を用いて、写真の信憑性確認を行

い、その結果を監督職員へ提示することと

します。（これまでは提出を求めていまし

た。） 

・島根県公共工事共通仕

様書 1-1-1-23 

・島根県公共工事共通仕

様書特記事項 

３３ 工事検査通知書

について 

工事検査通知書（様式第２２号）を廃止

し、情報共有システム（ASP）、メール、電話

（口頭）で連絡することとします。 

・島根県公共工事共通仕

様書 1-1-1-2０ 

 

３４ 工事契約変更協

議書について 

※変更協議に関す

る承諾書 

「変更協議に係る承諾書（様式第 19

号の 2）」を廃止し、「工事契約変更協議

書」に『協議に対し承諾する場合は、契約

書に押印すること』を追記し承諾したもの

とみなします。 

 

※ 工事契約変更協議書（様式第 19

号）の様式を変更します。 

※ 発注者は、負担行為決裁に変更協議

書（案）を添付し決裁を受けることとし

ます。このことについては、別途通知し

ます。 

・松江市建設工事請負契

約約款第 24、25,31条 

・島根県公共工事共通仕

様書 1-1-1-14、15 

３５ 工事着手届及び

現場代理人・主任

技術者等届につい

て 

２つの様式を１つの様式に統合し、提出

書類の省力化・効率化を図ります。 

 

※ 「工事着工について（届）、現場代理

人届、〔専任の〕主任（専門）技術者

届」に統合します。 

 

３６ 工事における電子

納品 特記仕様書

について 

原則、すべての工事を電子納品対象工

事とします。詳細については、特記仕様書

（令和７年４月改定）を参照ください。 

 

※ 書類のペーパーレス化を図るとともに、

受注者の経費削減を図ります。 
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３７ 建設副産物情報

交 換 シ ス テ ム

（COBRIS ）への

登録について 

受注者は、再生資材の利用及び建設副

産物の発生・搬出の有無に関わらず、請負

金額 100 万円以上の場合は、建設副産

物情報交換システム（COBRIS）に登録す

ることとします。 

 

※ これまで、建設リサイクル法の対象工

事について、再資源化等報告書の提

出を求めていましたが、提出不要とし

様式を廃止します。 

※ 詳しくは、島根県公共工事共通仕様書 

特記事項をご参照ください。 

・島根県公共工事共通仕

様書 特記事項 1-1-1-

18 

３８ 計画工程表兼工

事履行報告書 

竣工月にあたる「計画工程表兼工事履

行報告書」の提出については不要とする。 

 

※ 進捗率が１００％で提出されることが

明らかであり、竣工届も提出されること

から省力化を図るものとする。 

 

 

 

 

 

【営繕編】 

 

項目 簡素化の内容 摘要根拠 

1 支給品を用いて工

事を行う手続きに

ついて 

 

支給品を用いて工事を行った場合は、実

際に使用した支給品の数量を「支給品受

領書（様式第 15 号）」にて精算時に報告

することとします。 

 

※ 支給品受領書（様式第 15 号）の現

場代理人の押印を廃止します。 

 

※ 支給品引き受けの際に提出する「支給

品受領書（様式第 15 号）」は不要と

し、精算時のみの手続きとします。「支

給品精算書（様式第 16 号）」は廃止

します。 

・松江市建設工事請負契

約約款 第 15条 
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２ 工事材料持出の

承認手続きについ

て 

 工事現場内に搬入した工事材料を工事

現場外に搬出する場合は「工事打合簿」に

よる協議とします。 

 

※ 「工事材料持出承認願（様式第 14

号）」は廃止します。 

・松江市建設工事請負契

約約款 第 13条第 4項 

３ 休日又は夜間作

業の連絡方法に

ついて 

 連絡方法については、情報共有システム

（ＡＳＰ）、メール、その他資料（週休２日の

計画表等）で連絡することも可能とします。

なお、口頭による連絡は不可とします。 

また、休日施工の度に毎回連絡する必

要はありません。（一括連絡可） 

 

４ 計画工程表兼工

事履行報告書に

ついて(中間前払

金支払い時） 

直近に提出があった「計画工程表兼工

事履行報告書」で、所定の出来形、進捗が

確認された場合は、支払い時の提出は不

要とします。 

・松江市建設工事請負契

約約款 第 35条第 4項 

・松江市建設工事請負代

金中間前金払 制度実施

要領 2(1) 

５ 現場代理人等変

更届について 

書式内の記載内容を以下のとおり変更

します。 

 

※ 変更理由の追加 

※ 変更前の生年月日の記入不要 

※ 変更前の資料の添付不要 

・松江市建設工事請負契

約約款 第 10条 

６ 天災その他の不可

抗力による損害額

の協議・承諾につ

いて 

「天災その他の不可抗力による損害の

通知（様式第 20 号の 1）」および「被災

内訳（第 20 号の 2）」ですみやかに通知

することは従来どおりとしますが、その後の

協議については工事打合簿において協議

することとします。 

 

※ 「天災その他の不可抗力による損害額

の協議（様式第 21 号）」は廃止しま

す。 

・島根県公共工事共通仕

様書 1-1-1-3９ 

・松江市建設工事請負契

約約款第 30条 

７ 部分使用承諾書

について 

これまでの参考様式を統合し、1 つの様

式で協議・承諾することとします。 

 

※ 「部分使用協議書」（参考様式）と「部

分使用承諾書」（参考様 式）の書式

を統合。 

・松江市建設工事請負契

約約款 第 34条 
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８ 中間検査写真に

ついて 

検査終了後に提出される検査状況写真

は２枚（書類検査時１枚、現場臨場時１枚）

とします。（書類検査状況や測定項目毎の

出来形確認状況写真の撮影、提出は不要

です。） 

  

９ 竣工検査写真に

ついて 

検査終了後に提出される検査状況写真

は２枚（書類検査時１枚、現場臨場時１枚）

とします。（書類検査状況や測定項目毎の

出来形確認状況写真の撮影、提出は不要

です。） 

  

1０ 安全教育訓練実

施資料の提示に

ついて 

当初請負金額が 250 万円未満の工事

は、検査時における提示は原則不要としま

す。（労災事故等があった場合は提示等を

求めます。） 

 

1１ 安全巡視日報の

提示について 

当初請負金額 250 万円未満の工事

は、検査時における提示は原則不要としま

す。 

  

1２ 巡回点検表の提

示について 

当初請負金額 250 万円未満の工事

は、検査時における提示は原則不要としま

す。 

  

1３ 納入伝票の提示

について 

当初請負金額 250 万円未満の工事

は、検査時における提示は原則不要としま

す。 

  

1４ JIS 製品のカタロ

グ等確認資料の

提示について 

当初請負金額 250 万円未満の工事

は、検査時における提示は原則不要としま

す。 

  

１５ 現場記録表（工事

日報）の提示につ

いて  

当初請負金額 250 万円未満の工事

は、検査時における提示は原則不要としま

す。 

  

1６ 工事検査通知書

について 

工事検査通知書（様式第２２号）を廃止

し、情報共有システム（ASP）、メール、電話

（口頭）で連絡することとします。 

 

1７ 工事契約変更協

議書について 

※変更協議に関す

る承諾書 

「変更協議に係る承諾書（様式第 19

号の 2）」を廃止し、「工事契約変更協議

書」に『協議に対し承諾する場合は、契約

書に押印すること』を追記し承諾したもの

とみなします。 

※ 工事契約変更協議書（様式第 19

号）の様式を変更します。 

・松江市建設工事請負契

約約款第 24、25,31条 
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１８ 工事着手届及び

現場代理人・主任

技術者等届につい

て 

２つの様式を１つの様式に統合し、提出

書類の省力化・効率化を図ります。 

 

※ 「工事着工について（届）、現場代理

人届、〔専任の〕主任（専門）技術者

届」に統合します。 

 

１９ 工事における電子

納品 特記仕様書

について 

原則、すべての工事を電子納品対象工

事とします。詳細については、特記仕様書を

参照ください。 

 

※ 書類のペーパーレス化を図るとともに、

受注者の経費削減を図ります。 

 

2０ 建設副産物情報

交 換 シ ス テ ム

（COBRIS）への

登録について 

受注者は、再生資材の利用及び建設副

産物の発生・搬出の有無に関わらず、当初

請負金額 100 万円以上の場合は、建設

副産物情報交換システム（COBRIS）に登

録することとします。 

 

 

 


